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議 事 日 程 
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開 会 
午後１時３０分 開 会 

○議長（竹市勲） 定刻となりましたので、ただいまから令和８年第２回岐阜県後期高
齢者医療広域連合議会定例会を開会します。 

－ 諸般の報告 － 

○議長（竹市勲） 日程に入るに先立って諸般の報告を行います。 
 まず、去る５月７日付で、大垣市選出の長谷川 つよし議員から、５月１１日付で、高
山市選出の伊東寿充議員から、５月１４日付で、岐阜市選出の浅野雅樹議員から、議
員辞職願が提出され、これを許可しましたので、会議規則第８３条第２項の規定によ
り、御報告をいたします。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

 

開 議 
○議長（竹市勲） これより本日の会議を開きます。 

本日の日程は、お手元に配付申し上げたとおりであります。 
 

第１ 議席の指定 

○議長（竹市勲） 日程第１、議席の指定を議題とします。 
今回当選されました議員の議席は、会議規則 第４条第２項の規定により、私におい

て、１番 後藤一郎 議員、３番 石原宏基 議員、４番 豊田富士人 議員、５番 近沢正 
議員、７番 榎隆司 議員、３３番 藤井弘之 議員、３７番 宇佐美晃三 議員、４７番 
桂川憲生 議員、以上のとおり指定します。 

 

第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（竹市勲） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 
今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第７５条の規定により、私において、  

２２番 藤原勉議員、２９番 川地憲元議員の両議員を指名します。 
 

第３ 会期の決定 

○議長（竹市勲） 日程第３、会期の決定を議題とします。 
お諮りします。今期定例会の会期は、本日１日間と定めたいと思います。これに御異

議ありませんか。 
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹市勲） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日１日間
と決定いたしました。 
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第４ 報第１号から、第７ 議案第１３号まで 

○議長（竹市勲） 日程第４報第１号から日程第７議案第１３号まで、以上４件を一括

して議題とします。 

これら４件に対する提出者の説明を求めます。柴橋正直広域連合長。 

○広域連合長（柴橋正直） はい議長。 

〔柴橋正直広域連合長登壇〕 

○広域連合長（柴橋正直） 令和８年第２回岐阜県後期高齢者医療広域連合議会定例

会が開催されるにあたり、議員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、御出席を

賜り、厚く御礼申し上げます。日頃は、議員の皆様並びに各市町村の皆様方には、後期

高齢者医療制度の円滑な運営に対し、多大な御尽力を賜り、誠にありがとうございま

す。 

提案説明に先立ち、一言申し上げます。先般発生した令和８年熊本地震により、甚大

な被害を受けられました皆様方に、心よりお見舞いを申し上げます。また、連日の猛暑

の中、被災者の支援に携わっている方々に、深く敬意を表しますとともに、被災地の一

日も早い復旧・復興を祈念いたします。 

本広域連合といたしましても、住み慣れた地域を離れ、岐阜県内で避難生活を送ら

れる後期高齢者がいらっしゃる場合には、医療費の一部負担金及び保険料の減免を行

うなど生活の再建に必要な支援を行ってまいります。 

それでは、諸般の事項について申し上げます。 

最初に、少子高齢化の状況についてであります。本年６月に厚生労働省が公表した

人口動態統計によると、令和７年の出生数は、前年から１万５千人減の６７万１，２３

６人で、１０年連続で過去最少を更新しました。 

また、1 人の女性が生涯に産む子どもの数を表す合計特殊出生率は、前年から０．０

１ポイント減の１．１４となり過去最低を更新しています。なお、岐阜県の合計特殊出

生率は前年から０．０４ポイント減の１．２３で、全国で２２番目となりました。 

加えて、内閣府が公表した令和７年版「高齢社会白書」によると、令和７年１０月１

日現在、わが国の６５歳以上人口は３，６２２万人で、総人口に占める割合・高齢化率

は２９．４％と前年から０．１％上昇しました。岐阜県の高齢化率は３１．４％、全国

で２７番目となっております。 

少子高齢化の進展を背景に人口減少が本格化しております。令和７年度「国勢調査

の速報値」によると、我が国の総人口は令和２年の前回調査から３０９万７千人減の

１億２，３０５万人で、減少率は２．５％と過去最大となりました。 

なお、人口減少による労働力の減少と人材不足が恒常化する中、６５歳以上の就業

率は各世代とも上昇傾向にあり、６５歳から６９歳で５４．４％、７５歳から７９歳で

２０．８％と社会で活躍する高齢者が増加しております。 

続いて、後期高齢者の医療費についてであります。本年６月に国民健康保険中央会

が発表した令和７年度の医療費速報によると、後期高齢者の医療費総額は２０兆１，３

３４億円で、前年度に比べて３．８％の増となりました。７年度末までに、団塊の世代

が後期高齢者医療に移行し、被保険者数が２．３％増加したことが主な要因です。 

一方、１人当たり医療費額は９７万９，４２７円で、１．５％の伸びとなっておりま

すが、岐阜県の１人当たり医療費は８９万５，９４５円で全国平均を下回り、全国で３

０番目となっております。 

加えて、本広域連合の運営状況についてであります。岐阜県の被保険者数は本年７

月末現在３５万９，３８９人となり、前年同時期に比べて７千人ほど増加しておりま

す。また、令和７年度の医療給付費は約２，９２３億円となり、前年度に比べて９８億
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円増加しました。これは被保険者数の増加が主な要因でありますが、医療技術の高度

化と相まって、今後も増加が見込まれます。 

このような中、国においては全世代型の社会保障制度の構築を目指して、様々な制

度改正が進められております。現役世代の負担を抑えるため、後期高齢者の保険料と

現役世代の後期高齢者支援金の伸び率が同じとなるよう高齢者負担率が毎年度見直さ

れるほか、令和６年度から子育てを全世代で支援するため、出産育児一時金の費用の

一部を後期高齢者の保険料で負担しております。 

また、令和８年度から、こども未来戦略を実行するための財源として、後期高齢者の

方からも保険料に上乗せする形で、子ども・子育て支援金分を徴収しております。 

この制度改正の影響で、岐阜県の令和８年度の被保険者１人当たり保険料額は、医

療分で年額８万６，９５５円となり、前年度と比べて６，９６４円の増となっておりま

す。また、子ども・子育て支援金分の被保険者一人当たり保険料額は年額２，１６６円

となりました。 

続いて、医療保険制度改革についてであります。本年６月５日、持続可能な医療保険

制度の実現に向け、「健康保険法等の一部を改正する法律」が公布されました。これに

よりＯＴＣ類似薬の一部を保険外療養とする自己負担の導入、高齢者の保険料の算定

等にかかる金融所得の反映及び、高額療養費制度の見直しなどが進められます。 

さらに、７月２１日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針２０２６」に

おいては、７０歳以上高齢者の医療費窓口負担割合について、原則３割となっている

現役世代との間で年齢によらない真に公平な応能負担を実現する観点から給付と負担

の見直しを行うなど、今後さらに医療保険制度改革が加速化される予定です。 

後期高齢者医療広域連合は、被保険者である後期高齢者を支える立場であると同時

に持続可能な制度を求める保険者であり、さらにこの制度を支える納税者の負託にも

応える立場でもあります。これら制度改革にあたっては、引き続き全国広域連合協議

会が行う国への要望の機会をとらえ、制度改正による受診行動への影響分析や制度運

用の改善など適切な制度設計を求めてまいります。 

次に、マイナ保険証についてであります。本年５月時点の本広域連合のマイナ保険

証登録率は８１．２２％で全国第３位であり、マイナ保険証利用率は５７．４３％で全

国第１１位となっております。 

本年８月の年次更新では、国はマイナ保険証の利用実績が低い８４歳以下の被保険

者と、８５歳以上の被保険者全員に資格確認書を交付する措置を令和９年７月末まで

継続するとされました。 

本広域連合では、マイナ保険証の利用率が向上していることから、８４歳以下の被

保険者には７４歳以下と同様にマイナ保険証を持たない方のみ資格確認証を交付する

一方で、認知症の進行など状態像が変わりやすい８５歳以上の被保険者には、全員に

資格確認書を交付することとし、被保険者約３６万２千人のうち２１万人に資格情報

のお知らせを１５万２千人に資格確認書を送付いたしました。 

引き続き、県内市町村と連携して周知・広報に努め、より多くの方にマイナ保険証を

ご利用いただくようマイナ保険証の利用促進に取り組んでまいります。 

最後に、高齢者の保健事業についてであります。広域連合では高齢者の健康寿命の

延伸と医療費適正化を図るため、第３期データヘルス計画に基づき、保健事業を実施

しております。とりわけ、その中心的役割を担っている高齢者の保健事業と介護予防

の一体的実施事業は県内４２市町村の全てが取り組んでおり、国保データベースシス

テムを活用して地域の健康課題を把握し、生活習慣病の重症化予防やフレイル予防等

を効果的に実施していただいております。 

今年度はデータヘルス計画の中間評価を実施し、目標の達成状況を考察するほか、

口腔健診結果のデジタル化による口腔の健康と全身の健康に関するデータ分析などを

活用し、エビデンスに基づいた保健事業の充実に取り組んでまいります。 

いずれにいたしましても、高齢者の方々が安心して医療を受けられ、いつまでも健



6 

康でいきいきとした生活を送ることができるよう県内市町村や関係機関と緊密な連携

を図りながら、後期高齢者医療制度の適正かつ円滑な運営に努めてまいりますので、

議員各位の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、今期定例会に提案いたしました諸議案につきまして、その概要を御説明

申し上げます。 

はじめに、報第１号は「令和７年度債権放棄の報告について」であります。 

岐阜県後期高齢者医療広域連合債権管理条例第１３条第１項第４号の規定により、

診療報酬に係る不当利得返還金について、債務者が死亡し、相続人全員が相続放棄し

たこと並びに、強制執行できる財産が無いことから、１件、２３４万４，１３１円を放

棄しましたので同条第２項の規定により報告するものであります。 

次に、議案第１１号は「令和８年度岐阜県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算第１号」であります。 

今回の特別会計補正予算は、令和７年度分の療養給付費の精算などを行うもので、

歳入歳出それぞれ９億４，１８７万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３，２０４

億１，３８７万６千円とするものであります。 

それでは、歳入について御説明申し上げます。 

市町村支出金につきましては、療養給付費負担金の過年度精算分として、１億７，６

５１万１千円を補正いたしました。 

国庫支出金につきましては、療養給付費負担金の過年度精算分として８，０８６万

５千円、高額医療費負担金の過年度精算分として３，８６２万２千円、あわせて１億

１，９４８万７千円を補正いたしました。 

県支出金につきましては、療養給付費負担金の過年度精算分として６，１６８万９

千円、高額医療費負担金の過年度精算分として３，８６２万２千円、あわせて１億３１

万１千円を補正いたしました。 

また、精算に必要な財源として、令和７年度からの繰越金５億４，５５６万７千円を

補正いたしました。 

続きまして、歳出について御説明申し上げます。 

諸支出金について、令和７年度分の療養給付費等の精算に伴う償還金として、市町

村に対し６億２，０９２万４千円、国に対し３，８３４万５千円、支払基金に対し２億

８，２６０万７千円、合計９億４，１８７万６千円を補正いたしました。 

次に、議案第１２号は「岐阜県後期高齢者医療広域連合行政手続条例の一部を改正

する条例の制定について」であります。 

行政手続法の一部改正に伴い、不利益処分の名宛人の所在が判明しない場合におけ

る公示の方法について、従来、掲示場に書面を掲示する方法のみであったものを、イン

ターネットによる公表等により行うように改めるため、所要の改正を行うものであり

ます。 

最後に、議案第１３号は「令和７年度岐阜県後期高齢者医療広域連合一般会計及び

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」であります。 

初めに、令和７年度一般会計決算につきまして御説明申し上げます。 

歳入合計は３億４，４６７万９，８５４円、歳出合計は３億３，５４９万６，６２５

円、歳入歳出差引残額は９１８万３，２２９円となりました。 

歳入の主なものといたしましては、市町村負担金が３億１，２７３万４，９８２円、

前年度決算剰余金による繰越金が２，８９０万５，５９１円となりました。 

歳出の主なものといたしましては、総務費につきまして、市町村派遣職員２８名分

の人件費負担金２億１，０６７万３８７円を支出いたしました。 

次に、令和７年度後期高齢者医療特別会計決算につきまして御説明申し上げます。 

歳入合計は３，１０８億４，９１３万１，２９９円、歳出合計は３，０４８億７，７

６０万５，８８５円、歳入歳出差引残額は５９億７，１５２万５，４１４円となりまし

た。 
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歳入の主なものといたしましては、市町村支出金として各市町村から納付される保

険料負担金、療養給付費の定率負担金や保健事業費の負担金などで６０２億８，７４

９万６，１７９円を収入いたしました。 

国や県からの支出金として、療養給付費や高額医療費の定率負担金などで、国から

９６０億６，１１７万８７３円、県から２４９億４，３５４万５，６８２円を収入いた

しました。 

支払基金交付金といたしましては、現役世代からの支援金１，１７３億２，８６９万

１，０００円を収入いたしました。 

また、前年度決算剰余金による繰越金として、１１４億７，７６４万６，３５６円を

収入いたしました。 

歳出の主なものといたしましては、総務費につきまして、レセプトの管理や点検業

務、電算処理業務に係る経費など１１億４０８万８，２１３円を支出いたしました。 

保険給付費につきましては、療養給付費を２，７２３億７３２万８，６４１円、療養

費を２１億７，２３９万３，６０３円、高額療養費を１７５億４，８７４万４，９１５

円、高額介護合算療養費を３億３，９２６万６，５７７円、葬祭費を１０億７１０万円

支出いたしました。 

なお、審査支払手数料及び葬祭費を除く医療給付費は２，９２３億６，７７８万４，９

７６円となり、前年度に比べ３．５％、９７億７千万円の増加となりました。これは団

塊の世代が７５歳以上に移行したことにより、被保険者数が２．１％増加するととも

に、１人当たりの医療給付費が１．１％増加したことによるものであります。 

保健事業費につきましては、健康診査費として、ぎふ・すこやか健康診査業務委託料

を９億９７７万９，９７７円、ぎふ・さわやか口腔健康診査業務委託料を１億８，９４

４万３，８９１円、それぞれ支出いたしました。 

ぎふ・すこやか健康診査の受診率は２６．３％で、８万７，３２５人の方が受診さ

れ、ぎふ・さわやか口腔健康診査の受診率は７．１％で、２万４，３５３人の方が受診

されました。 

加えて、その他保健事業費として高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業に

すべての市町村が取り組み、委託料を３億６，９６５万９，５４９円支出いたしまし

た。 

最後に、諸支出金につきましては令和６年度分の療養給付費負担金及び保健事業費

負担金等の精算に伴い、国や県、市町村、支払基金への償還金３９億９，１９８万４，０

３１円を支出いたしました。 

なお、決算成果説明書並びに監査委員の審査意見書を添付してありますので、御参

照いただきたいと存じます。 

以上、今期定例会に提案いたしました諸議案について、御説明を申し上げました。よ

ろしく御審議の上、御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（竹市勲） これら４件に対する質疑及び討論の通告はありません。 

これより、採決を行います。 

最初に｢報第一号｣は、議決の対象ではないことを申し上げます。 

まず、議案第１１号を採決します。 

お諮りします。本件については、これを原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹市勲） 御異議なしと認めます。よって、本件については、原案のとおり決

しました。 

次に、議案第１２号を採決します。 

お諮りします。本件については、これを原案のとおり決するに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹市勲） 御異議なしと認めます。よって、本件については、原案のとおり決

しました。 

次に、議案第１３号を採決します。 

お諮りします。本件については、これを認定するに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹市勲） 御異議なしと認めます。よって、本件については、認定すべきもの

と決しました。 

 

閉 議 閉 会 

 

○議長（竹市勲） 以上で今期定例会に付議されました事件は、すべて議了しました。 

よって、本日の会議はこれで閉じ、令和８年第２回岐阜県後期高齢者医療広域連合

議会定例会を閉会します。ありがとうございました。 

午後１時５３分 閉 会 
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以上、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議長         竹市 勲 

岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員         藤原  勉 

岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員         川地  憲元 


